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1　は　じ　め　に

リンドウは日韓劣性が強いため，優良系統を選抜・維持

する方法として集団選抜法を用いる場合が多い。同選抜法

は株の弱勢を抑えつつ比較的安定して集団を維持できると

いう点で有効であるが，一一万では形質が分離しやすく，集

団維持のための管理労力が大きいなどの問題点がある。そ

こで変異の少ない効率的な栄養繁殖系を確立するため．組

織培養による大量増殖について検討した。本報では，培地

の生長物質がシュート増殖に及ぼす影響について，若干の

知見が得られたので報告する。

2　試　験　方　法

（l）試験l NAAとBAのシュート形成に及ぼす影響

供試材料は岩手閲試開場で維持している矢巾系及び鳥取

系実生株を用いた。5月上旬に頂芽を採取し，茎頂組織

（約0．5m）を摘出し供試した。培地はショ糖3％，寒天0．7

％を添加したMSを基礎培地とし，これにNAAとBA

を組み合わせた25種類を用いた。培養条件は試験1，2，

3とも約23℃の室温で，白色蛍光灯約3，000lx．16時間照

明とした。

（2）試験2　ゼアチンとカイネチンがシュート形成に及

ぼす影響

供試材料は岩手園試圃場で維持している矢巾系実生株を

用いた。5月上旬に頂芽を採取し，茎項近傍組織（3～5

m）を摘出し供試した。培地はNAAO．1喝／βを添加し

たMS（ショ糖3％，寒天0．7％）を基礎培地とし，これに

ゼ7チン又はカイネチンを添加した6種類の培地を用いた。

（3）試験3　ゼアチンがシュート形成に及ぼす影響

供試材料は岩手園試圃場で維持している北海道系，吾妻

系，千沼ケ原系及び磐梯系実生株を用いた。5月上旬に頂

芽を採取し，茎頂近傍組織（5mm以内）を摘出し供試した。

基礎培地は試験2と同様とし，培養開始から40日目までは

これにゼアチン1．7または6．9喝／βを添加した培地で培養

し，その後ゼアチン濃度を10分の1または5分の1に下げ

た培地に移植した。

3　試験結果及び考察

1日　試験1

総じて生育が緩慢でシュート形成数も少なかった。矢巾

系ではNAAとBAの組み合わせによりシコ」一一卜形成数に

差が認められ，NAAO．01．BAO．1mg／針区が最も優った。

また鳥取系ではNAAO．01～1．0mg／DBA1．0～2．0mg／C

の範囲の組み合わせでシュート形成数が多かった。ホルモ

ンフリー区も比較的シュート形成数が多かったが，生育が

極めて遅く調査時点における生育量は好適培地と比較する

と約2分の1程度であった（表1）。

表1NAAとBAがシュート形成に及ぼす影響

（培養60～63日日調査）

系 統 名

茎 頂 当 た り の シ ュ ー ト形 成 敷 く本 ）

生 長 物 質 N A A （喝 ／ β ）

BA （喝／ り 0　　 0 ．0 1　 0 ．1　 1 ．0　　 2 ．0

矢 巾 系

0 1 ．0　　 1 ．2　　 1 ．4　　 0 ．8　　 0 ．7

0 ．0 1 1 ．5　　 1 ．0　　 1 ．3　　 1 ．4　　 1 ．9

0 ．1 1 ．2　　 2 ．8　　 1 ．2　　 1 ．0　　 1 ．0

1 ．0 1 ．6　　　 －　　 1 ．4　　 0 ．4　　 1 ．8

2 ．0 1 ．8　　 1 ．1　 1 ．1　 1 ．8　　 1 ．4

鳥 取 系

0 2 ．6　　 1 ．0　　 1 ．0　　 0 ．2　　 0 ．6

0 ．0 1 1 ．4　　 1 ．6　　 2 ．1　　 0 ．1　 1 ．0

0 ．1 3 ．6　　 2 ．3　　 1 ．7　　 0 ．5　　 0 ．2

1 ．0 2 ．1　　 3 ．1　　 3 ．6　　 3 ．7　　 1．4

2 ．0 2 ．7　　　 － ●　　 3 ．6　　 3 ．3　　 0 ．4

＊データなし

・基礎培地はMS（ショ椿3％．寒天0．7％）

形成したシュートの形態的特徴として，何れの系統も，

BA濃度に関わらずNAA2．0mg／Bを添加した区で茎が

太くなりねじれる奇形がみられた。

以上のことからリンドウの茎頂培養における生長物質は

矢巾系ではNAAO．01mg／B．BAO．1mg／Bの組み合わせ

が，鳥取系ではNAAO．01～l．Ong／G，BAl．0～2．0mg／

βの範囲の組み合わせが良いと考えられた。しかしながら

NAAとBAの組み合わせは生育が遅くシ．1－ト形成数も

少ないため，とくにサイトカイニンの種掛こついて検討が

必要と思われた。

一289－



東北農業研究　　第　46　号　（1993）

（2）試験2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優った。対糞数・シュート良はともにゼアチン1．7mg／β

全体的にシュート形成数はゼアチン区がカイネチン区に　　区が最も良かった（麦2）。

表2　ゼアチンとカイネチンがシュート形成に及ぼす影響 （培養28日目調査）

サイトカイニン（喝／ゼ）　　　　　　　　　　　対薫別個体数

ゼアチン　　　カイネチン　　l～2対棄　　　3－4対案　　　5対糞以上

茎頂当たり　　　平　　　均

のシュート　　　シュート長

形成数（本）　　　（cm）
7

　

5

　

7

1

　

2

　

R

3

5

11

8

10

9

・基礎培地はNAAO．1mg／針添加MS（ショ櫓3％，寒天0．7％）．供試系統は矢巾系

表3　ゼアチンがシュート形成に及ぼす影響（本）

系統名　　処理区■
培養後日数（日）

40　　　　　60　　　　　80

北海道系

A
 
B
 
C
 
D

5．0

5．0

3．2

3．2

7．9　　　10．2

7．3　　　　8．7

4．0　　　　　4．9

4．4　　　　5．3

五

A
 
B
 
C
 
D

3．8

3．8

3．7

3．7

5．5　　　　　9．8

5．0　　　　　8．5

4．6　　　　9．0

3．7　　　　　7．5

千沼ケ原系

A
 
B
 
C
 
D

3．3

3．0

3．6

3．2

6．4　　　　　8．6

5．8　　　　　7．0

4．3　　　　　6．7

5．4　　　　　6．9

磐　梯 系

A
 
B
 
C
 
D

1．8

1．8

2．4

革∴ぢ

2．4　　　　3．3

2．7　　　　　3．5

2．8　　　　　3．6

2．9　　　　　3．2

＊処理区A：40日臼まではゼアチン濃度1．7mg／βで培

養し，その後ゼアチン濃度を10分の1にし
た培地に移植。

処理区Bニ

その後ゼアチン濃度を5分の1にした培地
に移植。

処理区C：40日目まではゼアチン濃度6．9mg／ゼで培

養し，その後ゼアチン濃度を10分の1にし
た培地に移植。

処理区D：
その後ゼアチン濃度を5分の1にした培地
に移植。

・基礎培地はNAAO．1mg／P添加MS（ショ糖3％，
寒天0．7％）

形態的特徴としては，ゼアチン区で培養したものはカイ

ネチン区と比較して，シュートとしてカウントできない多

芽体状の小さな芽を持っているものが多かった。これを同

一培地に継代培養したが芽は伸長せず黄化した。

また．試験1と比較するとゼアチン区はBA区と比較し

てシュート形成数が多く，生育の速さも優った。

以上のことから，サイトカイニンとしてゼ7チンが有効

であると言える。しかしながら，ゼアチンで培養したもの

は小さな芽を有しており，これをシュートとして生長させ

る手法が効率的増殖法として重要と思われた。

（3）試験3

北海道系ではA区でシュート形成数が最も多かった。ま

たC，D区では初代培養でシュートの黄化がみられたが，

移植後回復した。吾妻系では処理区によるシュート形成数

の明確な差は認められなかったが，C，D区ではシュート

のロゼット化や費の奇形の発生がみられた。千沼ケ原系で

はA区でシュート形成数が最も多かった。C，D区では形

成されたシュートは培養40日日頃から黄化傾向がみられた。

磐梯系では処理区による明確なシュート形成数の差は認め

られなかったが，C．D区では初期からシュートの黄化が

みられ．移植後も回復しなかった（表3）。

以上のことから，シュート形成には初代培養をNAAO．1

町／β，ゼアチン1．7mg／1βの組み合わせで行い．その

後ゼアチン濃度を10分の1に下げた培地に移植する方法が

有効であると考えられた。

4　ま　と　め

以上の三つの試験から．リンドウの茎頂培養において，

サイトカイニンとしてゼアチンが有効であり，初代培養は

低濃度のNAAと比較的高濃度のゼアチンを組み合わせた

培地で行い，その後ゼアチン濃度を10分の1程度減少した

培地にシュートを移植する方法が有効と考えられた。
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